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9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600字～800字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

雌蕊は受粉から受精・胚発生へと到る一連の生殖過程を支える重要な器官である。本研究ではシ
ロイヌナズナにおいてシュート器官の融合・分離と茎頂メリステム形成に働くNAC型転写因子
CUC1とCUC2に着目し、生殖を支えるいくつかの重要な構造（胚珠、隔壁、および心皮融合部）の
形成メカニズムを明らかにすることを目的とする。平成22～23年度において以下の成果を得た。 
１）CUC1・CUC2の作用機構を明らかにする研究 これまでに同定したCUC1・CUC2によって発現が
制御される下流遺伝子をcuc1 cuc2二重変異体で強制的に発現させ、変異体の表現型を回復でき
るかどうかを調べた。その結果、胚発生ではSTM、LAS、BLR、KNAT6の各遺伝子が、CUC1とCUC2
の下流で茎頂メリステム形成と子葉分離に中心的な役割を果たすことがわかった。これにより、
茎頂分裂組織形成の重要な制御ステップの分子メカニズムが明らかになった。 
２）雌蕊におけるCUC1・CUC2の発現制御機構の解析 CUC1およびCUC2は、発達中の雌蕊向軸側に
限定された領域で発現することが分かっていた。そこで、その発現制御機構を明らかにするため
、雌蕊形態に異常を示す突然変異体sptおよびcrcにおいて、各遺伝子の発現解析を行った。その
結果、いずれの変異体においても、雌蕊の背軸側にCUC1とCUC2の異所的な発現が見られたことか
ら、SPTとCRCがCUCの向軸側特異的な発現に重要な役割を示すことが分かった。さらに、cuc1お
よびcuc2変異はいずれもspt変異体における心皮の融合不全の表現型が抑制されることから、SPT
におけるCUC遺伝子の発現抑制が、心皮の完全な融合に重要な役割を果たすことも分かった。以
上より、心皮融合を制御する遺伝子間相互作用の一端が明らかになった。 
 

10. キーワード 
  (1) 遺伝子                  (2)  植物                   (3) 発生・分化            
  (4) 生殖                       (5)  シロイヌナズナ             (6) 雌しべ              
  (7) 心皮                     (8)  分裂組織                                (裏面に続く) 
 
 
 



 

 

11.研究発表（平成２２年度の研究成果） 
  
〔雑誌論文〕 計（ １ ）件  うち査読付論文 計（ １ ）件 

著 者 名 論  文  標  題 
Nakamura N, Fukuchi-Mizutani 
M, Katsumoto Y, Togami J, Seni
or M, Matsuda Y, Furuichi K, Y
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ui H, Tsuda S, Chandler S, Tan
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opsis 
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13. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

http://bsw3.aist-nara.ac.jp/courses/courses108.html 

http://bsw3.naist.jp/aida/ 

 


